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八王子市「市政世論調査報告書」（第34回・平成14年）、同「男女共同参画に関する市民意識・実態調査報告書」（平成30年3月）を参考に作成

Vol.

八王子市男女共同参画都市宣言

市民の男女平等意識の変化

平成14年（2002年）から平成30年（2018年）までの間で、「家庭」における男女の地位が「平等」だと感じる人は5.5%
増加しました。また、「職場」における男女の地位が「平等」だと感じる人も11.1%増加しました。

「男性は仕事、女性は家庭」という性別による固定的な役割分担意識によらず、家庭も仕事もともに支えあう意識
が高まってきています。
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わたくしたちは、人がひととして尊重され、いきい
きと暮らせる男女共同参画社会の実現をめざし、ここ
に八王子市を「男女共同参画都市」とすることを宣言
します。

１．わたくしたちは、男女がお互いに尊重し合える
まちをつくります。

１．わたくしたちは、あらゆる分野に男女が平等に
参画できるまちをつくります。

１．わたくしたちは、家庭・地域・職場で男女がと
もに責任をにない、いきいきと働けるまちをつ
くります。

１．わたくしたちは、男女がともに健康で安心して
生活できるまちをつくります。

平成11年12月６日
八王子市

八
王
子
市
は
、
性
別
や
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
、
人
が
ひ
と
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
平

成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
12
月
に
「
男
女
共
同
参
画
都
市
」
で
あ

る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

市
で
は
、「
男
女
が
共
に
生
き
る
ま
ち
八
王
子
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
理
解
や
認
識
を
深
め
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
意
識
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。



偶
者
暴
力
防
止
法
、
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
改
正

育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
的
に
み
れ
ば
日
本
の
変
化
は
緩
や
か
で
す
。

女
性
管
理
職
の
割
合
も
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
先

進
国
の
中
で
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て

期
に
お
け
る
女
性
の
就
業
率
も
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
第

一
子
出
産
後
に
仕
事
を
辞
め
る
女
性
は
半
数
近
く
い
ま
す
。

子
育
て
期
の
男
性
の
長
時
間
労
働
は
解
消
さ
れ
ず
、
男
性

の
１
日
の
家
事
・
育
児
時
間
は
1
時
間
20
分
程
度
で
す
。

男
女
平
等
格
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
）
は

１
４
９
か
国
中
１
１
０
位
（
２
０
１
8
年
）
で
す
。
Ｄ
Ｖ

や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
人
権
問
題
も
顕
在
化
し
て
お
り
、
夫
婦

別
姓
の
家
族
法
も
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
す
。
社
会
の
構

造
は
依
然
と
し
て
「
男
性
は
仕
事
」
で
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
社
会
へ
の
課
題
は
多
々
あ
り
ま
す
。

◆
も
っ
と
声
を
上
げ
よ
う

自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
、
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
の
制
定
で
す
。
基
本
法
の
施
行
以
降
、
新
た

な
課
題
が
次
々
と
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
※
Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
（
ソ
ジ
）
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

女
性
の
活
躍
推
進
に
お
い
て
は
、
企
業
の
取
組
を
促
す
仕

組
み
を
条
例
で
根
拠
づ
け
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
例
え
ば
、

事
業
所
に
お
け
る
女
性
管
理
職
の
割
合
を
調
査
・
報
告
さ

せ
る
よ
う
な
仕
組
み
も
そ

の
一
つ
で
す
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
は
女

性
を
は
じ
め
多
く
の
人
が

も
っ
と
声
を
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
若
い
世
代
も

お
と
な
し
す
ぎ
ま
す
。
社

会
を
築
く
の
も
変
え
る
の

も
私
た
ち
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
個
と
し
て
自
立
し

た
先
に
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
が
あ
る
の
で
す
。

◆
男
女
が
共
に
担
う
時
代
へ

20
年
前
と
比
べ
る
と
、
社
会
は
変
わ
っ
た
と
感
じ
て
い

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
世
代
で
は
、
女
性
も
経

済
を
担
い
、
男
性
も
家
事
・
育
児
を
担
う
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
親
世
代
と
の
違
い
を
一
番
感

じ
て
い
る
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

妻
の
役
目
と
さ
れ
て
き
た
介
護
に
お
い
て
も
、
自
分
の

親
の
介
護
を
担
う
男
性
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
振
り
返
る

と
、
高
度
経
済
成
長
期
に
企
業
戦
士
と
し
て
働
い
て
き
た

男
性
は
、「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」
と
、
仕
事
本

位
で
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
格
的
に
子
育
て

に
か
か
わ
っ
た
経
験
も
、
家
事
の
経
験
も
乏
し
く
、
定
年

後
に
生
活
的
自
立
の
大
切
さ
を
実
感
さ
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

近
年
、
固
定
的
性
別
役
割
分
業
を
否
定
す
る
人
が
上

回
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
・
子
育
て
・
介
護
な
ど
、
人
が
生

き
て
い
く
う
え
で
必
要
な
こ
と
は
男
女
が
と
も
に
支
え
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
へ
と
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。

◆
法
整
備
が
進
ん
だ
も
の
の

一
方
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
施
行
以
降
、
配

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
と
は
、
性
別
の
違
い
に

よ
り
生
じ
る
様
々
な
格
差
を
示
す
指
標
の
こ
と
で
す
。
ス

イ
ス
の
非
営
利
財
団
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（W

orld  
Econom

ic Forum

）
が
毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ

の
指
数
は
、「
経
済
」、「
教
育
」、「
保
健
」、「
政
治
」
の
４

つ
の
分
野
で
分
析
し
算
出
さ
れ
た
も
の
で
、「
０
」
に
近

づ
く
ほ
ど
不
平
等
、「
１
」
に
近
づ
く
ほ
ど
平
等
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

日
本
の
順
位
は
、
１
４
９
か
国
中
１
１
０
位（
２
０
１

８
年
）で
す
。分
野
ご
と
の
順
位
を
み
て
み
る
と
、「
経
済
」・

「
政
治
」分
野
に
お
い
て
低
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

管
理
職
や
専
門
職
・
技
術
職

の
男
女
比
や
、
国
会
議
員
の

男
女
比
に
大
き
な
偏
り
が
あ

る
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

中央大学法学部教授

広岡　守穂

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
16

年
か
ら
23
年
ま
で
八
王
子
市
男
女
共
同
参
画
施
策

推
進
委
員
を
務
め
た
広
岡
守
穂
さ
ん
に
、
社
会
の

変
化
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
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I n t e r v i e w

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に
み
る

日
本
の
現
状

社会の構造を変えるためには、
もっと声を上げよう

ひろおか・もりほ
専門は政治学。政治分野だけでなく、
男女共同参画などの社会問題にも関
心を持ち、研究・提言を行う。八王
子市男女共同参画施策推進委員、内
閣府男女共同参画会議監視専門調査
会委員等を歴任。『男だって子育て』

『ジェンダーと自己実現』等著書多数。

総務省「社会生活基本調査」（平成28年）より作成

男性

女性

0 1 2 3 4 5 6 7 8
（時間）

１時間22分

７時間30分

❖６歳未満の子どもを持つ夫婦の
１日あたりの家事・育児関連時間

❖ジェンダーギャップ指数
上位国と日本の順位

❖分野ごとの日本の順位

順位	 国名	 値

1	 アイスランド	 0.858

2	 ノルウェー	 0.835

3	 スウェーデン	 0.822

4	 フィンランド	 0.821

5	 ニカラグア	 0.809

… …

110	 日本	 0.662

世界経済フォーラム“The Global Gender Gap Report 2018”より作成

分野	 順位	 値
経済	 117位	 0.595
教育	 65位	 0.994
保健	 41位	 0.979
政治	 125位	 0.081

※SOGI（Sexual Orientation and Gender Identity）とは、「性的指向（自分の恋愛感情や性的な関心が向かう相手の性別）」と「性自認（自分が認識している自身の性別）」の
英訳のアルファベットの頭文字をとった略称です。



◆
市
役
所
内
は
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か

私
が
入
庁
し
た
当
時
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
前

で
、
女
性
職
員
は
一
人
だ
け
と
い
う
職
場
が
ほ
と
ん
ど
。

庶
務
と
お
茶
汲
み
は
女
性
の
仕
事
、「
○
○
課
の
女
の
子
」

と
い
え
ば
誰
の
こ
と
だ
か
わ
か
る
、
と
い
う
時
代
で
し
た
。

八
王
子
市
は
平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
に
「
男
女
が

共
に
生
き
る
ま
ち
八
王
子
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
男
女
共

同
参
画
都
市
を
宣
言
、
同
15
年
（
２
０
０
３
年
）
に
は
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
市
役
所
内
の
職

場
の
状
況
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
で
は
新
規
採
用
職
員
の
男
女
比
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す

し
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
も
上
昇
し
て
き
て
い

ま
す
。
市
議
会
で
も

女
性
議
員
が
増
え
、

任
期
中
の
出
産
を
理

由
と
し
た
休
み
も
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
若
い
世

代
に
と
っ
て
男
女
平

等
は
当
た
り
前
、
仕

事
の
中
で
性
別
を
意

識
す
る
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
私
が
仕
事
を
続
け
て
き
た
中
で
、
管
理
職
と

し
て
道
を
切
り
開
い
て
く
れ
た
女
性
の
先
輩
職
員
が
い
た

こ
と
は
心
強
く
、
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
女
性
管
理

職
割
合
30
％
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
14
％
。
女

性
職
員
が
積
極
的
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

◆
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
仕
事
の
幅
を
広
げ
る

最
近
は
働
き
方
が
見
直
さ
れ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
も
、
仕
事
を
離
れ

て
一
市
民
と
し
て
地
域
で
活
動
し
た
り
、
家
族
や
友
人
と

過
ご
す
時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
視
野
が
広
が
り
、

社
会
人
と
し
て
の
成
熟
に
つ
な
が
り
ま
す
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
す
に
は
、
生
活
者

の
視
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
域
の
声
を
直
接
聞
い
た
り
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
、
職
員
と
し
て
の

仕
事
の
幅
を
広
げ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

私
自
身
は
正
直
な
と
こ
ろ
、
職
員
時
代
は
遅
く
ま
で
残

業
し
て
い
ま
し
た
が
、
副
市
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、
意
識

し
て
遅
く
と
も
18
時
に
は
帰
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

30
年
来
続
け
て
い
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
健
康
維
持
の
た
め

に
今
も
週
１
回
の
リ
ー
グ
戦
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
し
、
週

末
は
映
画
観
賞
で
気
分
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。
見
る
映

画
の
ジ
ャ
ン
ル
は
様
々
で
す
が
、
自
分
が
知
ら
な
い
世
界

を
知
る
貴
重
な
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

男
女
共
同
参
画
は
前
進
し
て
い
る
と
は
い
え
、
国
際
的

に
み
れ
ば
日
本
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
虐
待
や
貧
困
と
い
っ
た
問
題
の
背
景
に
は
、
子
育

て
や
介
護
の
負
担
を
抱
え
て
の
孤
立
化
や
、
配
偶
者
等
か

ら
の
暴
力
な
ど
、
根
深
い
性
別
役
割
分
担
意
識
に
基
づ
く

社
会
的
な
課
題
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
力
を
合
わ
せ
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八王子市副市長

木内　基容子

八
王
子
市
役
所
で
女
性
管
理
職
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
て
き
た
木
内
基
容
子
副
市
長
に
職
員
時
代
の
経

験
を
交
え
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

きうち・きよこ
1982年八王子市役所入庁。市
史編さん室長、総合経営部長、
都市戦略部長、産業振興部長等
を歴任。2018年4月より現職。

（東京都26市において市職員出
身で初の女性副市長）
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本
市
は
第
３
次
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
た
総
合
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
意
見

を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
は
直
接
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
へ
。

平
成
30
年
度（
２
０
１
８
年
度
）評
価
報
告
書
の
作
成

第
3
次
プ
ラ
ン
に
掲
げ
て
い
る
61
の
取
組
の
進
捗
状
況

等
を
評
価
し
た
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

第
３
次
プ
ラ
ン（
２
０
１
９
改
定
版
）を
策
定

第
3
次
プ
ラ
ン
の
後
期
５
か
年
に
向
け
た
中
間
見
直
し

を
行
い
、
平
成
31
年（
2
０
１
９
年
）3
月
に
「
男
女
が
共

に
生
き
る
ま
ち
八
王
子
プ
ラ
ン
（
第
3
次
）
２
０
１
９
改

定
版
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
11
月
５
日
か
ら
、
婚
姻
等

で
氏
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
旧
氏
を
住
民
票
、
印
鑑
登

録
証
明
書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
記
載
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
民
課（
☎
６
２
０
︱
７
２
３
２
）へ
。

I n t e r v i e w

「
男
女
が
共
に
生
き
る
ま
ち
八
王
子
プ
ラ
ン

（
第
３
次
）」に
つ
い
て

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
に

旧
氏（
旧
姓
）併
記
が
可
能
に
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❖市の管理職に占める女性の割合

地域の暮らしに目を向け、
視野を広げていくことが大切です

第３次プラン（2019改定
版）は、男女共同参画セン
ターや図書館、市のホー
ムページ等でご覧になれ
ます
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第29回　女と男のいきいきフォーラム八王子

【講師プロフィール】
早稲田大学卒業。1987年4月にフジテレビア

ナウンサーとして入社。「タイム3」をはじめとし
たワイドショーや、「今夜は好奇心」「ザ・ウィー
ク」「めざましテレビ」といった情報番組を担当後、
夕方6時のニュース番組「ザ・ヒューマン」のキャ
スターを務め、「ナイスデイ」の司会を経て、「と
くダネ！」のキャスターを20年務める。

2019年9月フジテレビ退社。現在はフリーア
ナウンサーとして、さらに仕事の幅を広げている。

講師 　櫻井　三樹子さん（特定社会保険労務士）　
太矢　香苗さん（ファイナンシャルプランナー）

時間 　10：00～12：00　　 定員 　25名
対象 　これから働きたい（就職・復職・転職したい）と考えている女性

講師　笠井　信輔さん
（フリーアナウンサー）

時間　14：00～16：00
会場　５階　ホール
定員　170名

講師 　原　俊之さん（燻製工房グーテ店主）
時間 　10：00～13：00
費用 　１組1,500円　　 定員 　12組　
対象 　５歳～小学６年生のお子さんとその父親（２人１組）　

託児
あり

入場
無料

企画講座

お申込み・お問い合わせ

講演
講演会・パネルディスカッション

働き方を賢く選ぶための、社会保険とお金のトリセツ息子3人、アナウンサーパパの子育て奮闘記

男 女 共 同 参 画 都 市 宣 言20周 年 記 念 事 業

パパと一緒にソーセージ作り

4

手話通訳
あり

八王子市クリエイトホール（八王子市東町5-6）

男女共同参画センター TEL：042-648-2230

団体名	 形式・費用	 日　時	 連絡先
DVホットライン八王子	 電話相談・無料（女性専用）	 月曜日　　　　９：00〜12：00	 TEL 　042-626-8258
	 電話相談・無料（女性専用）	 	 TEL 　0120-279-338

いっぽの会	 女性同士の語り合い・１回200円	 第１・３金曜日　13：30〜15：30	 TEL 　090-6338-4391
			   TEL 　090-7408-1372

れんこんの会	 女性同士の語り合い・無料	 第２土曜日　　14：00〜16：00	
TEL

　080-5039-9374		  第４木曜日　　10：00〜12：00

民間団体によるDV相談窓口

八王子市の附属機関等への女性の参画状況

配偶者や恋人からの暴力に悩んでいませんか？

女性のための相談
夫婦・家族間の不和・もめ事の悩
み、生き方や人間関係、交際相手と
の悩みなど、女性の人権に関わるこ
とについて女性相談員が対応します。
相談専用電話
TEL 　042-648-2234　
月～土曜日　９：00〜19：00
日曜日、祝・休日　９：00〜17：00
※年末年始を除く
専門相談 　※要予約
女性のための相談、カウンセリング、
弁護士相談

LGBT電話相談
自分の性や性的指向に伴う相談を
はじめ、さまざまな相談に応じます。
本人、家族、友人、教員など、どな
たでも相談できます。
TEL 　042-648-2238
奇数月の第４水曜日　15：30〜18：30

ほっとタイムサービス
学習支援・求職支援のための託児
サービス（無料）です。
※事前登録必要・要予約
TEL 　042-648-2230

男女共同参画センターでは、各種講座の開
催、女性のための相談、ほっとタイムサービ
スなどを行っています。
開館時間 　
月～土曜日　９：00〜19：00
日曜日、祝・休日　９：00〜17：00
休 館 日 　年末年始（12/29～1/3）、
原則・毎月第１火曜日（館内点検日）

男女共同参画センター
の紹介

附属機関等とは、市の政策や企画の立案過程において、専門的な知
識や市民の皆さんの幅広いご意見を反映させることを目的とした機関・
会議です。

本市の平成30年度（2018年度）における女性の参画率は33.1％で、
より一層の強化が必要です。附属機関等への女性の登用について積極
的に働きかけるなど、取組を進めていきます。

女性の声を市政に活かすため、女性の登用にご協力ください。

【撮影：八田政玄】
１月15日（水）から申込み受付開始

令和2年

2/22
（土）

	 	 うち女性	 委員等	 うち
年度	 附属機関 がいる	 総数	 女性数	 女性の

等数	 附属機関等	 （人）	 （人）	 参画率

	 28	 131	 105	 2,035 669	 32.9%
29	 133	 108	 2,030	 686	 33.8％
30	 134	 104	 1,979	 655	 33.1％

❖女性参画状況推移

（男女共同参画センター）




